
本郷北コミュニティ推進協議会
会員の皆様

令和６年４月 14 日（日）に行われました

第 27 回　総会の議事録を開示いたしますので

ご確認の上自治会内で回覧いただきますよう

よろしくお願いいたします。

本郷北コミュニティ推進協議会

　　　　　　　　会長　田仲　均

　　　　　　　　執行部一同

回覧

令和６年４月吉日



第 27回　総会議事録

第１号議案

議　　題 ご意見・質問・要望事項

①令和５年度活動報告
②令和５年度コミセン利用実績
③令和５年度決算報告
④令和５年度特別会計決算報告
⑤会計監査報告

第２号議案

第３号議案

総会でのその他の意見・質問

総会委任状に添付した意見要望書での質問（１件）

①令和６年度活動計画（案）
②令和６年度予算（案）

役員改選

特に質問なし 〇

〇

〇

〇

活動計画（案）は特に質問なし
予算（案）
　１）美里自治会　飯田氏の意見
　　　現在一律 800 円のコミュニティ会費を、各自治
　　　会の町社協加盟世帯数によって変えるべきでは
　　　ないか。

　２）本郷台第二　丹野氏の質問
　　　前年度予算額に対して、今年度の予算額の立て方
　　　が分からないところがある。

　３）藤川氏の質問
　　　特別基金から 40万円を防災事業資金として繰入
　　　した訳を知りたい。

１）西汗上西　柿沼氏
　　カラオケ教室で使用するマイクとスピーカーの調子が悪いので、修理して欲しい。
２）西汗下　野沢氏
　　自治会で使用するコピー紙 1000 枚程度はコミュニティで支給して欲しい。
３）西汗上西　宇津木氏
　　コミセン祭りの綿あめ作りの際、手や腕まで砂糖でベトベトするので手差しを用意
    して欲しい。　
　　　

副会長山崎が調査し
修理担当する。

必要あれば検討する。

部会預かり金で用意
する。予算額を超え
る金額は補填する。

今年度の役員会
にて検討する
※別紙参照

今年度の役員会
にて検討する
※別紙参照

計画中の事業予
算ということで
了承を得た。

１

２

３

４

5

名簿の
修正

誤→
正→

小板橋　洸　　飯野政明　　國吉祥史
小板橋　洸　　飯野正明　　國吉祥史

ヒカル

タケシ

ヨシフミ

ショウジ

出席者
執行部　（現）　田仲会長、佐藤副課長、山崎副会長、根本副会長、浅原事務局長、高松、新庄、上野

　　　　（新）　原（現理事）

理事　　（現）　原、宇津木、仲山、野沢、對馬、髙橋、植木、田淵

　　　　（新）　浜野、石濱、野沢、小板橋、飯野、國吉　

・町行政（警察、消防、自衛隊等を含む）との連携について

・避難所とコミセンとの関係について

・自主防災組織との関係について

本郷台第二　田中氏より　防災訓練担当者宛への質問

計画中なので左記の３点については回答する段階

にはない。但し、計画の内容は被災への準備と被

災者の救護を目的とするものである。

日時　令和６年４月14日（日）
10:00 開催

場所　本郷北コミュニティセンター
本北コミュニティ会長　田仲　均　印略

記録　事務局次長　佐藤　強



  
美里の飯田さんの意見  
①町社協からの「助成金は約 30 万円」で有るが、会費（寄付金）の納付率の三分の一が
　助成金で支給されている。この助成金が少ないのは会費（寄付金）が少ないからであり、
　本郷台の様な会費（寄付金）が少ない自治会に対し執行部にて寄付率の向上の為の啓蒙
　活動をするべきでは無いか？  
②美里自治会は世帯数約 190 世帯有るが、殆どの方が会費（寄付金）を納めているが（納
　付率 88％）廃品回収の売却額相当が会費で失っている。  
③故に、根本さんが記入した意見を転記する。
  
【執行部からの一次回答】  
①寄付金の参加率は美里が約 88％、本郷台第一は 42％、第二は 42％、第三は 35％でした。 
②寄付に関する啓蒙活動は、本北コミセンでは無く町社協の業務です。  
③質問者の意見は「受益者負担」的な意見の様に感じられますが福祉に関しては該当しな
　いと思います。  
④因みに、美里の「高齢者率は 39.9％」、本郷台第一の高齢者率は 20.1％、第二は 13.9％、
　第三は 8.5％です。  
⑤福祉に関しては「皆での助け合い」と考えますので、即座に賛同しかねます。よって令
　和 6年度の役員会（執行部と理事）にて論議の上決定したいと思います。  
  
本郷台第二の丹野さんの質問  
①根本さんが記載した意見を入れる。
  
【執行部からの一次回答】  
①次年度の予算作成の形態は主に「官庁」が使用する形態です。どの時点か詳細は調べて
　いませんが、町内７地区社協（コミセン）全てこの形態を取っていました。  
②一般論として、民間の予算組は前年度実績に対して本年度予算を作成します。  
③官庁方式が良いのか、民間方式が良いかは R６年度の役員会議にて決定したいと思いま
　す。  

別紙


